






























































































































































































































































































































































































































































































































growsever morenebulousand in theend becomesincomprehensible.Fears,anxietiesand
grievancesaremadeinsuchawayastobesufferedalone.（p.24）
現在の不安定さは，強力な「個人主義化」の影響力による。それは，統合の代わりに細分化をもたらし，
どの部分に自分がいるのかもわからなくなり，「共通の利害関心」という考え方も曖昧になる一方である。
そして，ついには理解不能となる。不安や心配，それに不幸は，自分ひとりで背負うものとなる。
自己責任，自己再帰性，パースナル化について，Baumanの基本的考え方を追体験し確認した。
パースナル化も行き過ぎた場合は，過剰なindividualizationとなり，公的領域を看過した単なる私
事主義に陥いる。彼は，その危うさに警鐘を鳴らしたが，そのため，論調は若干の冷ややかさやペシ
ミズムを感じさせるところとなった。今後，過剰なindividualizationの克服策を模索することが急
務となるだろう。
6.おわりに
こうして近代の第2ステージの諸特徴を整理してみると，われわれはこれらの現状と課題に直面し，
好むと好まざるとにかかわらず，ここから逃避することができないことがわかる。たとえば，個人と
孤人（自己再帰性から形成される典型的私的自我構造タイプ西脇）をどのように共存させるのか，両者
が混在する集団や組織のモチベーションをどのように向上させるのか…今後もこの問題意識をもち，
リアリティのある理論化を考察していきたい。この線上には，中野収氏が第1ステージのコミュニケ
ーション論を止揚して構想された情報メディア論（中野社会学）もその姿をより鮮明に現すと考えら
れ，この軸にブレがないことを証明できると確信するからである。
第2ステージの社会は，相反する要素をもち，多面的で，つかみどころのない，ソフトなそれ，い
わゆる多様化社会である。それだけに逆説的ではあるが，対立を止揚することができれば，魅力ある
社会が実現できるかもしれない。ハイブリッド型は閉塞状況を突破する方策の1つである。悲観的空
気は払拭したい。また，solidからliquid，固体化から液体化と進展してきたmodernityは，今後さ
らに，気体化へとシフトするのであろうか。多様性を包摂する気体化したmodernityとは，カプセ
ル社会をその構成要素とするのであろうか。
社会学は，社会が何らかの危機的状況にあるときに展開してきた。グローバル化にしても環境問題
にしても，「そんなの関係ねぇ！」とか「いいんじゃな～い」と他人事として突き放して済む問題で
はない。むしろ反対に，ミクロ的視野が優勢を誇る現在の状況自体が，社会学的には，パースナル化
のトレンドを強く受けている証左ということができる。社会学には，マクロ－メゾ－ミクロの連鎖的
視座から考察するという特性がある。そのため，マクロに関心が集中するときはあえてミクロから，
反対に，ミクロに注目が集まるときはマクロから考察する。第2ステージでは，後者のアプローチが
より有効となるだろう。この意味で，社会をマクロ的に，そして相対的に認識する社会学の出番は必
ずや来るはずである。当初，孤人へのアプローチが，ほとんどミクロ的なそれであったように。社会
学は多少天邪鬼的に見えはするが，いたってバランス感覚を重視するハイブリッド型の方法論をもっ
ている。それ故に，21世紀という多様化とグローバル化を前提とする時代にこそ，その強みを発揮
することができるのである。
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